
第４回WG資料 

統計精度に関する情報開示基準見直し 資料１ 
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見直し前の基準（第２回WG提示） 

見直し結果の結論はP4 



●目標母集団と母集団名簿の差異（カバレッジ誤差）がある場合、 
  その差異について、言及されている。 
●目標母集団及び母集団名簿（事業所母集団ＤＢ・行政記録情報 
  等）が 説明されている。 
 
●統計作成のために得られた調査単位の回答状況を示す定量的 
  な指標（回答数・非回答数・回収率など）が説明されている。 
●非回答を減じるための対応（督促の実施など）が説明されている。 
●オンライン調査による提出状況を示す定量的な指標（オンライン 
   回答数・オンライン提出率など）が説明されている。 
●欠測値に対する集計上の対応が説明されている。 

●データ処理による誤差（入力エラー・アフターコード（格付け） 
  エラー・編集エラーなど）が説明されている。 
●データ処理による誤差を減じるための対応（ベリファイの実施な

ど）が言及されている。 
●外れ値における集計上の対応が説明されている。 
 

●調査票のデザイン・内容・言葉遣い、調査方法（郵送か調査員か
等）、調査員の質、委託先の質、回答者の経験・知識・態度など
によって生じる誤差（測定誤差）が言及されている。 

●非標本誤差の要因の研究分析・非標本誤差の修正等に関する 
  研究分析の結果が公開されている。 
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確認する事項を抽出（水準１を中心に） 



●目標母集団と母集団名簿の差異（カバレッジ誤差）がある場合、 
  その差異について、言及されている。 
●目標母集団及び母集団名簿（事業所母集団ＤＢ・行政記録情報 
   等）が 説明されている。 
 
●統計作成のために得られた調査単位の回答状況を示す定量的 
  な指標（回答数・非回答数・回収率など）が説明されている。 
●非回答を減じるための対応（督促の実施など）が説明されている。 
●オンライン調査による提出状況を示す定量的な指標（オンライン 
   回答数・オンライン提出率など）が説明されている。 
●欠測値に対する集計上の対応が説明されている。 

●データ処理による誤差（入力エラー・アフターコード（格付け） 
  エラー・編集エラーなど）が説明されている。 
●データ処理による誤差を減じるための対応（ベリファイの実施な

ど）が言及されている。 
●外れ値における集計上の対応が説明されている。 
 

●調査票のデザイン・内容・言葉遣い、調査方法（郵送か調査員
か等）、調査員の質、委託先の質、回答者の経験・知識・態度な
どによって生じる誤差（測定誤差）が言及されている。 

●非標本誤差の要因の研究分析・非標本誤差の修正等に関する 
  研究分析の結果が公開されている。 

非標本誤差 
スコアリング基準 

左の11項目の非標本誤差

等に関連する情報提供状
況について、該当する項目
の数により評価。 
 
 水準 該当項目の数 
  ０    ０～２ 
  １    ３～５ 
  ２    ６～８ 
  ３    ９～１１ 

個々の該当の有無状況
も統計委員会に報告 

見直し案 
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